
 「体験・滞在型観光」の推進に向けた連携協定を締結令和の都だざいふ

　旅行先の日常生活を体験したい外国人旅行客をターゲットに、50歳以上

の市民が経験やスキルを活かした体験を提供するサービスの展開について、

株式会社ＴＲＩＰＬＵＳと連携協定を締結しました。

　この取り組みで、観光による市内経済活性化と、世代間・異文化交流の活

発化、シニア世代がさらに活躍できる機会の創出が期待できます。日本経済

大学も参画し、産官学連携で、住まう人も訪れる人も共に慶び合えるまちづ

くりの実現を目指します。

ト リ プ ラ ス

　子どもが安心して過ごせる「第３の居場所」ぎんももひろば開設

全世代居場所と出番構想

　市の全世代居場所と出番構想に従い、不登校やＤＶなどで家庭や学校に居場所をもてない子どもたちが安

心して過ごせる「第３の居場所」をＮＰＯ法人ぎんとももが開設し、８月４日

㈮の内覧会の様子はＴＶ報道でも取り上げられました。

　そこでは、子どもたちの生活習慣の形成や学習のサポート、進路の相談支

援、食事の提供などが行われます。また、それぞれの子どもの状況に合わせ

て関係機関へ繋ぐなど、地域全体で子育てを行う社会を目指す取り組みが

行われます。

　企業版ふるさと納税として寄附をいただきました団体からの寄附

　株式会社アースダンボールから「太宰府型全世代居場所と出番構想推進プロジェクト」に賛同いただき、寄

附をいただきました。

　同社は埼玉県に本社がある昭和28年の創業以来70年間続くダンボール

メーカーで、フルカラーのオーダーダンボールの他、親子で遊べるダンボー

ル工作キッドなども手掛けています。

　いただいた寄附は、子育て・教育環境の充実や高齢者の活躍促進など、全

世代が居場所と出番を持てる本市ならではの心温まるまちづくりを進めるた

め大切に活用します。 （株）アースダンボールの本社

まちのトピ クスッ

　７月から８月にかけて、多くの自治協議会単位で夏祭りが開催されました。一番開催が多かった８月５日㈯には

19の自治協議会で開催され、楠田市長も職員とともに全ての会場を

訪れ、お祝いと労いの言葉を伝えました。

　この間コロナ禍が長く続いたため、制限のない以前のような形式

で開催されるのは実に４年ぶりとなりました。地域のあらゆる世代の

方々が一堂に会する機会は大変貴重です。市としても可能な限りバッ

クアップしていきます。

　夏祭り、各自治協議会にて開催地元の行事

多くの人でにぎわう観世音寺区の夏祭り

施設内を紹介する代表の野本さん
の もと

相互のアイディアで太宰府の観光を
盛り上げたいと思いを語る関係者

教育委員 森　容子さん

太宰府市で生活し、子育てを通してたくさんの方々

に出会う機会をいただきました。幼少期の頃から、小

学校、中学校、社会体育など、子どもの成長の過程

で、さまざまな方と出会い、子育てについてたくさん励

まされてきました。子育てに限らず、悩みや喜び、悲しみを共にしてきた仲間

に出会えたことは私の宝となり、人生を豊かにしてくれています。

また、小学校、中学校でのPTA活動に関わることで、コミュニティ・スクール

の取り組みを深く知り、子どもは家庭だけではなく、地域の方々に見守られ育

てられていることを教えていただきました。その１つが子どもたちの登下校を

見守ってくださっている方々です。

朝、家を出た後の子どもたちを知る由がありませんが、元気に帰ってきて

ほしいという思いがあります。子どもたちの安全安心のために夏の暑い日差

しの中でも、冬の寒空の中でも毎日見守ってくださっている方々のお力がど

れほど子どもたち、保護者の安心となっていることでしょう。心より感謝いた

します。

このような、人の温かさを感じる「だざいふ」が大好きです。
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　職員辞令交付式を行いました人材育成・登用

　新規採用職員および人事異動辞令交付式を７月３日㈪と８月１日㈫にも

行いました。４月の入庁異動が通常ですが、総務省から出向の総務部理事

が霞が関に戻り、最後の就職氷河期世代採用として社会人経験を持つ６人

が中途入庁することなどに伴うものです。

　楠田市長は訓示で、これまで以上に生え抜きの職員を中心として市民

ニーズに沿ったスピーディーな縦の連携を心掛けるとともに、経験豊富な中

途入庁者と切磋琢磨しながら横の連携も積極的に行っていくことへの期待を述べました。

　(株)日米クック太宰府セントラルキッチンが完成

中学校完全給食の実現

　８月２日㈬、待望の中学校給食新調理場(株)日米クック太宰府セントラ

ルキッチンが完成し、３日㈭、内覧会が行われました。詳細はＰ６～７をご覧

ください。 市内に完成した新調理場

辞令交付を受ける新規採用職員
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　学業院中３年生の新山明さんが、ウズベキスタンで開催される第１回アジ

アＵ16男子バレーボール選手権大会出場を報告するため、７月11日㈫に表敬

訪問しました。

　新山さんは「大会では相手チームの選手やチームメイトの良いところをた

くさん吸収し、将来につなげたいです」と決意を語りました。楠田市長は「高

いレベルの中で実力を伸ばせる良いチャンスです。のびのびと頑張って来て

ください。市をあげて応援します」と激励の言葉をかけました。

　第１回アジアＵ16男子バレーボール選手権大会出場世界に羽ばたく人材育成
しんやまあきら

　本市に現存する県の無形民俗文化財「竹の曲」が７月15日㈯、観世音寺で

150年ぶりに奉納されました。

　竹の曲は、平安時代中期、太宰府天満宮の伝統行事である神幸式に奉納

されたのが始まりとされる伝統芸能で、令和５年に太宰府市民遺産にも認

定されています。

　楠田市長も顧問を務める竹の曲の保存・普及活動を行う竹の曲保存会に

よると、江戸時代末までは観世音寺に奉納していたことが判明したことか

ら、今回の奉納が実現。今後は毎年７月15日に奉納行事が行われます。

　「竹の曲」観世音寺で150年ぶりに奉納地元の伝統行事
たけ はやし

　筑紫台高校１年の村田風翔さん、檜垣太一さんに８月３日㈭、市から感謝

状が贈呈されました。

　２人は高校から下校中、野生のアナグマに襲われている犬の散歩中の女

性を発見し、助けに入りました。

　この勇敢な行動に対して、楠田市長は感謝の意を述べました。２人は「今

後も困っている人を見つけたら助けたい」と話しました。

　筑紫台高校生徒２人に市感謝状贈呈市民の活躍
むら た ひ がき た いち ふう と

観世音寺で奉納される竹の曲

大会への決意を語った新山さん（中央）

感謝状を受け取った
村田さん（左）と檜垣さん（中央）

新型コロナウイルスワクチンの接種について
問い合わせ　 コールセンター☎0120（312）445
　　　　　　　　　元気づくり課（保健センター）☎（９２８）２０００　　（９２０）7143
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ページID：11706

FAX

ワクチン接種コールセンター（接種の予約・接種券の再発行・その他問い合わせ）

☎０１２０（３１２）４４５ 
平日：午前10時～午後6時、土曜日：午前９時～午後５時、日・祝：休業

令和５年「秋開始接種」

　前回接種日が早い人から順に、 新たな接種券を発送します。 手元に届き次第、 必ず事前に予約して

会場に来てください。

●対象者 ： 初回接種を完了している 生後 6 カ月以上の全ての人

●実施期間 ： 令和５年９月 20 日～令和６年３月 31 日

●接種費用 ： 無料

●使用するワクチン ： オミクロン株 （XBB.１.5） に対応した 1 価ワクチン
　　　　　　　　　　（ファイザー社製またはモデルナ社製）

接種券を紛失した場合

　再発行を希望する場合、本人からワクチン接種コールセンターへ連絡してください。 市役所３階窓口・

メールでも申請できます。 詳しくはホームページに掲載しています。

接種券の発送

・いきいき情報センター１階　（住所：太宰府市五条３－１－１）

・とびうめアリーナ（総合体育館）　（住所：太宰府市大字向佐野２１－２）

12歳以上の集団接種会場

　10月以降は集団接種会場のほかに、接種を受けることができる医療機関が拡大します。医療機関の詳細

は9月下旬以降にホームページに掲載します。

12歳以上の個別接種

※初回接種以外の接種間隔は、前回のコロナワクチン接種から３カ月以上となる予定です。

※生後６カ月～11歳の接種は小児科で実施します。

　６月２日㈮、ＮＰＯ法人太宰府障害者団体協議会に福岡県循環型社会形成推進功労者知事表彰の表彰状が

贈られたと、楠田市長に報告がありました。

　同会は、平成25年に事業を開始して以来、市と協働でダンボールコンポストの普及啓発の市民講座などを行

い、生ごみ減量に取り組んでいます。

　楠田市長は長年の活動に感謝を述べ、代表の森口忠

彦さんは「一人でも多くの市民にダンボールコンポスト

のすばらしさを伝えて、ごみ減量に取り組んでいきま

す」と話しました。

　ごみ減量問題に取り組む団体へ福岡県知事から表彰市内団体の活躍

県知事表彰を受けた太宰府障害者団体協議会の皆さん

もりぐちただ

ひこ
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